
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の

帰
る
場
所

　

富
田
浜
一
帯
は
、
「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
及
び
そ
の
産
卵
地
」
と
し
て
、
昭
和
55
年
に
宮
崎
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
産
卵
・
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
野
生
動
物
研
究
会
の
会
員
の
方
に

よ
る
見
回
り
と
保
護
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
砂
浜
の
清
掃
活
動
な
ど
、
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
そ
の
産
卵
地
を
守
る
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
約
２
億
年
前
の
湿
地

に
生
息
し
て
い
た
カ
メ
の
先
祖
が
、
進

化
を
繰
り
返
し
海
に
生
活
の
場
を
広
げ

た
こ
と
で
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
手
足
や
首
を
甲
羅
に
ひ
っ
こ
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
代
わ
り
に
、
素

晴
ら
し
い
遊
泳
能
力
を
手
に
入
れ
ま
し

た
。

　

現
在
生
き
残
っ
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
は

７
～
８
種
類
。
そ
の
う
ち
、
日
本
近
海

に
現
れ
る
の
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
タ
イ
マ
イ
、
ヒ
メ
ウ
ミ

ガ
メ
及
び
オ
サ
ガ
メ
の
５
種
類
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
富
田
浜
に
や
っ
て
く
る

の
は
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
。
甲
羅
の
長
さ
が

65
～
100
㎝
も
あ
り
、
そ
の
名
の
と
お
り

赤
茶
色
を
し
て
い
ま
す
。

　

富
田
浜
で
、
長
年

に
わ
た
り
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
や
海
岸

保
護
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。
宮
崎
県
野
生
動

物
研
究
会
新
富
班
の

皆
さ
ん
で
す
。
現
在

の
会
員
数
は
８
名
。

　

産
卵
時
期
に
な
る

と
、
産
卵
場
所
や
卵

の
量
、
上
陸
頭
数
等

を
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
記
録
。
さ
ら
に
、

産
卵
さ
れ
た
卵
を
、
海
水
が
侵
食
す
る
可
能
性
の
低
い
「
ふ
化
場
」
に
移
動
し
、

誕
生
ま
で
の
約
50
～
80
日
間
保
護
し
ま
す
。

　

根
井
武
俊
さ
ん
は
、
そ
の
「
ふ
化
場
」
の
生
み
の
親
で
す
。

　

約
10
年
前
、
野
生
動
物
研
究
会
の
会
員
と
し
て
活
動
を
始
め
た
根
井
さ
ん
は
、

人
や
動
物
に
よ
り
卵
が
掘
り
返
さ
れ
る
事
案
が
続
い
た
た
め
、
卵
を
守
る
た
め
の

「
ふ
化
場
」
を
廃
材
で
手
作
り
し
ま
し
た
。
以
来
、
産
卵
か
ら
ふ
化
ま
で
を
、
他

の
会
員
と
協
力
し
な
が
ら
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
に
と
っ

て
、
砂
浜
の
ゴ
ミ
や
流

木
、
車
の
タ
イ
ヤ
跡
な
ど

は
大
敵
で
す
。

　

新
富
町
で
は
、
毎
年
５

月
と
８
月
に
「
富
田
浜
清

掃
大
作
戦
」
を
実
施
し
、

集
ま
っ
て
く
れ
た
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

と
一
緒
に
、
砂
浜
を
き
れ

い
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
浜
を
散
歩
さ
れ

る
方
た
ち
が
、
普
段
か
ら

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
で
、

「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

地
・
富
田
浜
」
が
維
持
で

き
て
い
ま
す
。

アカウミガメを守りたい

きれいな砂浜に アカウミガメの上陸頭数

　上の表は、近年のアカウミガメの上陸・産
卵の状況です。富田浜は、宮崎県全体の２～
３割を占めていることがわかります。
※平成24、25年度は、全国的にウミガメの上陸頭数、
産卵回数共に多い年で、平成26年度が減少したわけで
はないそうです。

新
富
班

宮
崎
県
野
生
動
物
研
究
会

根
井
武
俊
さ
ん

ね
い　

 

た
け
と
し

新
富
班

宮
崎
県
野
生
動
物
研
究
会

根
井
武
俊
さ
ん

ね
い　

 

た
け
と
し

卵を産卵中のアカウミガメ。産卵日を記入
した棒を立て、目印にします。

大人の手のひらにすっぽりと収まるサイズの子ガメ。ゴミや流
木、車のタイヤの跡があると、前に進めません。

陸上では、子
ガメを“餌”とし
て狙っている
鳥やタヌキな
どに襲われて
しまうことも。

台風等の荒天で砂に埋もれてしまったふ化
場を修復する根井さん(右)と、数年前から
会員として活動している岩切通(いわきり・と
おる)さん(左)。

こ
れ
か
ら
も
、

ボ
ク
た
ち
と
富
田
浜
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

こ
れ
か
ら
も
、

ボ
ク
た
ち
と
富
田
浜
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
！
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